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この節では「時間」に関するデータを中心
に、睡眠や食事などの基本的な幼児の生活を
みていきたい。

●○就寝時刻・起床時刻

はじめに、就寝時刻をみてみよう（図01 －
01－01）。
「21時頃」から「21時半頃」に寝る幼児が
半数を占めており、1 歳06 か月～06 歳の幼児
の大半はこの時間帯に就寝している。ピーク
をこの時間帯とする大まかな全体の傾向は10
年間で変化していない。しかし、それぞれの
時間帯の数値には、小さいながらも変動がみ
られる。そこで、10年間の変化をもう少し詳
しくみよう。

幼児の生活が以前に比べて夜型化している
ことが問題としてあがることが多い。確かに
00年に行われた調査では、95年の「21時頃」
をピークとしていた鋭い分布の山が崩れる一
方で、「22時頃」「22時半頃」「23時頃」「23時
半以降」が少しずつ増え、夜型化している傾
向が若干みられた。しかし、今回の調査をみ
る限りその傾向は収まり、むしろ10年前の水
準よりも少し早まっているようだ。比較的遅
いと考えられる「22時頃」以降に寝る幼児の
比率を合計してみると（図01 －01－02）、95年
32.1％、00年39.0％、05年28.5％と05年前より
も10.5ポイントと大きく減少していることが
わかる。幼児は以前に比べて早寝になったよ
うである。

幼児の生活の夜型化は止まり、10年前に比べ早寝早起きになっている傾向が
みられた。睡眠のパターンをみると、早寝の子も遅寝の子も起床時刻には大きな
差はなく、睡眠時間には就寝時刻が強く関係しているようだ。また、園児の在
園時間は、親のニーズに対応するためか、近年長くなる傾向が顕著にみられた。�
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■図1－1－1　平日の就寝時刻（10年比較）�
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次に、起床時刻をみてみよう（図01 －01 －
03）。幼児の04 人中03 人が「07 時頃」から「08
時頃」に起床している。起床時刻は就寝時刻
に比べて全体のばらつきは少なく、ほとんど
がこの時間帯に集中している。一方で、「06
時半頃」以前に起きる幼児、「08 時半頃」以
降に起きる幼児もそれぞれ01 割前後いる。

幼児の起床時刻の大まかな傾向をとらえる
ために、比較的早いと考えられる「07 時頃」
以前に起きる幼児の比率を経年で比較してみ
よう（図01 －01－04）。95年33.0％、00年37.3％、
05年43.4％と年を追うごとに早く起きる子ど
もの比率が少しずつ増加している。
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■図1－1－2　「22時頃」以降に就寝する幼児（10年比較）�
（％）�

注）「22時頃」＋「22時半頃」＋「23時頃」＋「23時半以降」の％。�

注）「5 時半以前」＋「6 時頃」＋「6 時半頃」＋「7 時頃」の％。�
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■図1－1－3　平日の起床時刻（10年比較）�

■図1－1－4　「7 時頃」以前に起床する幼児（10年比較）�
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●○年齢別にみた就寝時刻と起床時刻

つづいて、子どもの年齢別に就寝時刻をみ
た（図01 －01－05）。どの年齢においても「21
時頃」に寝る比率が一番高いものの、低年齢
ではばらつきが大きい。また「22時頃」以降
に寝る比率は、0 歳児41.9％、1 歳児43.4％、
2歳児40.1％、3歳児31.7％、4 歳児23.1％、5
歳児18.3％、6 歳児21.0％と低年齢のほうが

高く、遅寝の傾向がみられる。
また、図01 －01 －06は子どもの年齢別の起

床時刻を表した図である。就寝時刻と同様に
低年齢でばらつきが大きいうえ、年齢が上が
るにつれて早起きになり、「07 時頃」「07 時半
頃」に起きる比率が高まる。
両図からは、多くの幼児が園に通い始める

年齢であるためか、3 歳児と04 歳児の間に大
きな変化があることがわかる。
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■図1－1－6 　平日の起床時刻（子どもの年齢別　05年）�
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●○睡眠時間

以上で、幼児の生活がここ数年早寝早起き
になりつつある様子が明らかになった。それ
では、睡眠時間はどのように変化しているの
だろうか。幼児全体と子どもの年齢・就園状
況別に経年で比較してみよう。
就寝時刻および起床時刻の回答から睡眠時

間を算出し、その平均時間をみたのが次の図

である（図01 －01－07）。まず全体の傾向に注
目してみる。5 年前、幼児の生活の夜型化に
より、就寝時刻が遅くなる傾向がみられた際
には10時間を切り、09 時間58分になった幼児
の睡眠時間であるが、今回06 分増加し、10時
間04分であった。幼児は05 年前より早く寝る
ようになったものの、同時に起きるのも早く
なっているため、結果的に睡眠時間は10年前
の水準とあまり変わらない状況に戻っている。

■図1－1－7　就寝・起床の平均時刻と平均睡眠時間（全体　子どもの年齢別　就園状況別　10年比較）�

注1 ）就寝と起床の平均時刻は、「21時頃」を21時、「23時半以降」は23時30分のように置き換えて算出した。また、
平均睡眠時間は、就寝時刻と起床時刻から算出した。なお、いずれかの質問に対して無答不明のあった人は、分析
から除外している。�
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　　　保育園児（ 0 ～ 2 歳クラス児）：1 歳 6 か月～ 3 歳10か月の保育園に通っている幼児�
　　　保育園児（ 3 ～ 5 歳クラス児）：3 歳11か月～ 6 歳11か月の保育園に通っている幼児�
　　　幼稚園児（ 3 ～ 5 歳クラス児）：3 歳11か月～ 6 歳11か月の幼稚園に通っている幼児�
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次に同じ図で就園状況別の傾向をみてみよ
う。0 ～02 歳クラスの未就園児と保育園児を
比較してみると、就寝時刻にはあまり差がみ
られないものの、起床時刻は未就園児07 時43
分、保育園児07 時00分と43分もの差がみられ
た。睡眠時間にも同程度の差がみられる。次
に、3 ～05 歳クラスの保育園児と幼稚園児を
比較すると、幼稚園児は保育園児よりも就寝
時刻が30分以上早く、起床時刻も10分程度遅
いため、睡眠時間には01 時間弱の大きな差が
ついている。就園状況別の幼児の睡眠のパタ
ーンをまとめると、次の表01 －01 －01のよう
になる。①未就園児は、相対的に寝る時刻は
遅いが、起きる時刻も遅いため睡眠時間は長
い。②幼稚園児は、相対的に寝る時刻が早く

起きる時刻も早いが、睡眠時間は長い。③保
育園児は、相対的に寝る時刻が遅いうえに、
起きる時刻も早いため、睡眠時間が短い。な
お、サンプル数が少ないため、図からは省略
したが、0 ～02 歳クラスの幼稚園児と、3 ～
05 歳クラスの未就園児をみても傾向に相違は
ない。
就園状況別にみたこれらの睡眠のパターン

の相違を生み出している要因としては、保育
園児は保育園で制度化されている在園中の昼
寝により、夜眠りにつくのが難しいなどの就
寝時刻への影響、未就園児は一定時刻に登園
する必要がないことによる起床時刻への影響
などが考えられる。

■表1－1－1　就園状況による睡眠パターンの違い�

■図1－1－8　就寝・起床の平均時刻と平均睡眠時間�
　　　　　　　　（ 3～5歳クラス児　就園状況別　子どもの就寝時間帯別　05年）�

注1）「20時台就寝」の保育園児は、サンプル数が少ないため、図から省略した。�
注2）「20時台就寝」は子どもの就寝時刻が「19時以前」～「20時半頃」、「21時台就寝」は「21時頃」「21時半頃」、「22

時台就寝」は「22時頃」～「23時半以降」と回答した人を表す。�
注3）就寝と起床の平均時刻は、「21時頃」を21時、「23時半以降」を23時 30分のように置き換えて算出した。また、平

均睡眠時間は、就寝時刻と起床時刻から算出した。なお、いずれかの質問に対して無答不明のあった人は、分析から
除外している。�
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●○就寝時刻と睡眠時間

次に、就寝時刻と睡眠時間の関係をみてみ
よう。すでに明らかになった幼児の就園状況
や年齢による睡眠のパターンの差について注
意し、3 つに区分した就寝時間帯別に睡眠時
間を比べたのが図01 －01－08である。3～05 歳
クラスの幼児について、「20時台就寝」の幼
児、「21時台就寝」の幼児、「22時台就寝」の
幼児の睡眠時間を就園状況別に比べることが
できる。この図から次の02 つのことがわかる。
1 つ目は、保育園児の場合、遅く寝ても早

く寝ても起床時刻はさほど変わらないこと
だ。保育園児の場合、母親が常勤で働く場合
が多く、保育園の始まる時刻のほかに母親の
始業時刻にも合わせる必要があるためだろ
う。
2 つ目は、就園状況や年齢が同じであって

も、就寝時刻が遅いと睡眠時間は短くなると
いう当然のようだが重要な傾向だ。未就園児
は、就寝時刻が遅くても、起床時刻を遅くす
ることにより、ある程度睡眠時間を取り戻す
ことができている。しかし、幼稚園児や保育
園児は、就寝時刻に02 時間の差があったとし
ても、起床時刻の差は小さく、睡眠時間を取
り戻すことができていない。そのため、就寝
時刻が遅いと睡眠時間は短くなる傾向が幼稚
園児と保育園児でとくに顕著に現れている。
以上から、どんな時間帯に寝ても、起きる

時刻はおよそ一定の範囲内であるため、幼児

の睡眠時間は就寝時刻によるところがきわめ
て大きいことがわかった。

●○テレビ視聴や親の意識と就寝時刻

幼児の睡眠時間には、就寝時刻が強く関係
している。それでは、就寝時刻には、何が影
響を及ぼしているのだろうか。メディア視聴
や母親の意識との関係をみてみよう。メディ
ア視聴との関係をみたのが、図01 －01 －09で
ある。「20時台就寝」の幼児に比べ、「22時台
就寝」の幼児のほうが01 日に長時間にわたっ
てテレビやビデオ、ＤＶＤを見ている。この
結果からはメディア視聴と幼児の遅寝がどの
ように関係しているかは詳しくわからない。
今後、さらなる分析が必要だろう。
次に母親の意識との関係をみたのが、表

01 －01－02である。ここでも03～05歳クラス児
を就園状況別に分けている。子育てで力を入
れていることのうち、「基本的生活習慣を身
につけること」に対して「とても力を入れて
いる」「まあ力を入れている」「力を入れてい
ない（「あまり力を入れていない」＋「ぜん
ぜん力を入れていない」）」と回答した母親を
03 つに区分して、就寝時刻・起床時刻・睡眠
時間をみてみる。とくに就寝時刻に注目して
みると、「とても力を入れている」と答えた
母親は、子どもが早寝であるという傾向がみ
られた。母親の意識も子どもの就寝時刻と関
係しているようだ。

■図1－1－9　メディア視聴時間（ 3 ～ 5 歳クラス児　子どもの就寝時間帯別　05年） �

注1）「テレビ」「ビデオ」「ＤＶＤ」を使う頻度に関する設問で「ごくたまに」「ぜんぜんさわらない・使わない」「使
わせない・見せない」「家にない」と回答した場合は、「0時間」として平均視聴時間を算出した。�

注2）「20時台就寝」は子どもの就寝時刻が「19時以前」～「20時半頃」、「21時台就寝」は「21時頃」「21時半頃」、
「22時台就寝」は「22時頃」～「23時半以降」と回答した人を表す。�

20時台就寝（207人）�

21時台就寝（460人）�

22時台就寝（188人）�

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0
（時間）�

2 時間19分� 3 時間21分�30分� 32分�

2 時間38分� 3 時間34分�37分� 19分�

3 時間06分� 4 時間14分�45分� 23分�

テレビ       　　　　　 ビデオ　ＤＶＤ� 合計�
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●○家を出る時刻・家に帰る時刻

早朝保育や預かり保育など、幼稚園や保育
園では近年、さまざまな対策をもって保護者
の多様なニーズに応える動きがみられる。こ
こでは、家を出る時刻・家に帰る時刻から幼
稚園や保育園に通う幼児の変化をとらえてみ
たい。
図01 －01 －10は、就園状況別の家を出る時

刻、家に帰る時刻、および両者から算出した
平均在園時間である（平均在園時間には通園

時間も含まれる）。幼稚園児と保育園児を経
年で比較してみると、幼稚園児も保育園児も
ともに家を出る時刻は年々早まる一方で、家
に帰る時刻は遅くなっているため、在園時間
が長くなっている傾向が一目でわかる。95年
から00年の間に、幼稚園児は19分、保育園児
は23分、00年から05年の間には、幼稚園児は
07 分、保育園児は16分在園時間が長くなって
おり、近年は長くなる傾向が多少加速してい
るようだ。
幼稚園児、保育園児といっても、その母親

■図1－1－10　家を出る・家に帰る平均時刻と平均在園時間（就園状況別　10年比較）�

注）95年は「18時以降」を18時30分、00年・05年は「18時頃」を18時、「18時半頃」を18時30分、「19時以降」を19
時と置き換えて算出した。また、平均在園時間は、家を出る時刻と家に帰る時刻から算出したため、通園時間を含
む。なお、いずれかの質問に対して無答不明のあった人は、分析から除外している。�

平均在園時間�

8時      9時     10時     11時   12時   13時    14時   15時   16時   17時   18時�

     8 時46分                 14時25分�

     8 時42分                    14時40分�

   8 時39分      14時44分�

�

   8 時33分                17時09分�

 8 時24分                            17時23分�

8 時17分                    17時32分�

5 時間39分�

5 時間58分�

6 時間05分�

�

8 時間36分�

8 時間59分�

9 時間15分�

家に帰る平均時刻 �家を出る平均時刻 �

 95年（664人）�

幼稚園児 00年（512人）�

　 05年（685人）�

�

 95年（184人）�

保育園児 00年（243人）�

　　　 05年（370人）�

 �

  幼稚園児   保育園児�
基本的生活習慣を 起床時刻 就寝時刻 睡眠時間 起床時刻 就寝時刻 睡眠時間 �身につけること

�
とても力を入れている（370人・82人） 7時12分 20時57分 10時間15分 7時00分 21時40分 9時間20分 �

まあ力を入れている（283人・64人） 7時17分 21時07分 10時間10分 7時08分 21時44分 9時間24分�

力を入れていない（  25人・13人） 7時20分 21時11分 10時間09分 7時35分 22時10分 9時間25分�

注1）母親の回答のみ分析。�
注2）就寝と起床の平均時刻は、「21時頃」を21時、「23時半以降」を23時 30分のように置き換えて算出した。また、平

均睡眠時間は、就寝時刻と起床時刻から算出した。なお、いずれかの質問に対して無答不明のあった人は、分析から
除外している。�

注3）力を入れていない群は、「あまり力を入れていない」＋「ぜんぜん力を入れていない」と回答した母親。�
注4）（　）内はサンプル数（幼稚園児・保育園児）。�

■表1－1－2　母親の意識と平均就寝・起床時刻と平均睡眠時間（ 3 ～ 5 歳クラス児　就園状況別　05年）�
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■図1－1－12　家を出る・家に帰る平均時刻と平均在園時間�
　　　　　　　　 （ 3 ～ 5 歳クラス児　就園状況別　母親の就業状況別　05年）�

■図1－1－11　母親の就業状況（ 3 ～ 5 歳クラス児　就園状況別　05年）�

注1）母親の回答のみ分析。�
注2）家を出る・家に帰る平均時刻は、「18時頃」を18時、「18時半頃」を18時30分、「19時以降」を19時と置き換え

て算出した。また平均在園時間は、家を出る時刻と家に帰る時刻から算出したため、通園時間を含む。なお、いず
れかの質問に対して無答不明のあった人は、分析から除外している。�

注3）母親の就業状況について「フリー（在宅ワークを含む）｣「産休、育休中や休職中」「その他」および無答不明の人は
図から省略した。�

注4）幼稚園児をもつ常勤者と保育園児をもつ専業主婦は、サンプル数が少ないため、図から省略した。�

平均在園時間�

8時      9時     10時     11時   12時   13時    14時   15時   16時   17時   18時�

　�

　 8 時38分     　   15時03分�

　 8 時39分    　　　  　 14時40分�

8 時02分        　 18時05分�

　8 時26分      　　　  17時14分�

　�

常勤者 �

幼稚園児�
（681人）�

保育園児�
（157人）�

未就園児�
（85人）�

パートタイム 　　　　　　　専業主婦�

1.6 

フリー（在宅ワークを含む）�
産休、育休中や休職中�

その他�
無答不明�

　　13.2    　　　　73.8   　　　　　7.0 　　 1.8�

 　 40.2    　 33.1  　　　　　10.1  　　6.9 　　　 2.4�

4.8 　9.4    　　　　　81.2    　　　　 　1.2

0.6 　 2.1

3.3　 　4.0

0.0 　　2.4
1.0

 �

幼稚園児
　パートタイム（88人）�

　　 専業主婦（490人）�

�

 常勤者（63人）�
保育園児

　パートタイム（52人）�

　　　　 �

家に帰る平均時刻 �家を出る平均時刻 �

（％）�

  �

  6 時間25分�

  6 時間01分�

�

10時間03分�

  8 時間48分�
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の就業状況はさまざまである。3 ～05 歳クラ
ス児の就園状況別に母親の就業状況をみてみ
よう（図01 －01－11）。幼稚園児の場合、母親
の73.8％が専業主婦であり、次いでパートタ
イムが13.2％となっている。保育園児の場合、
母親の40.2％が常勤者であり、次いでパート
タイムが33.1％である。未就園児の場合も、
幼稚園児と同様に多くの母親が専業主婦であ
る。
同じ幼稚園児、同じ保育園児であっても、

母親の就業状況によって在園時間が異なるこ

とが考えられる。そこで、母親の就業状況別
に家を出る時刻、家に帰る時刻、在園時間を
みたのが図01 －01 －12である。母親の就業状
況による在園時間の差は大きい。とくに、保
育園児の場合にその差が大きく、常勤者の場
合、帰宅時刻は18時05分で在園時間は10時間
03分、パートタイムの場合、帰宅時刻は17時
14分で在園時間は08 時間48分、在園時間に01
時間15分の差がみられた。
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●○食事をする時刻

年齢別に朝食をとる時刻を比べたのが図
01 －01－13である。幼児の全体をみると、「07
時半頃」から「08 時頃」に朝食をとる幼児が
02人に01人を超えている。年齢別にみると、
00 歳児、1 ～03 歳児、4 ～06 歳児というくく

りで、朝食をとる時刻のパターンが異なり、
年齢が上がるにつれて、「07 時半頃」「08 時頃」
に朝食を食べる割合が増加している。0 歳児
では、起床時刻と同様に個人差が大きく、
「07 時半頃」から「10時以降」までそれぞれ
01 割を超えている。1 ～03 歳児では、「07 時
半頃」から「09 時頃」に多くの幼児が朝食を

■図1－1－13 　朝食の時刻（全体　子どもの年齢別　05年）�

無答不明�
（％）�

注 1 ） 0 歳 6 か月～ 1 歳 5 か月の乳幼児をもつ保護者の回答を含む。�
注 2 ）全体の値は 1 歳 6 か月以上の幼児をもつ保護者の回答。�

6時半頃�
6時以前�

全　体（2297人）�
（1歳 6 か月以上）�

0歳児（326人)�

1歳児（660人）�

2歳児（740人）�

3歳児（340人）�

4歳児（312人）�

5歳児（326人）�

6歳児（276人）�

       13.2     28.4          26.7                15.3         7.2 3.9  0.8�

3.4 3.7    12.9           16.9       15.4         14.7          12.3           14.1      4.5      2.1�

       8.8         17.7                 20.7       18.2             15.6         8.3    5.9      0.9�

     10.1          19.3     22.7               20.6     13.4       6.5  3.6      1.1�

      8.8           22.8       21.2                18.6              13.1        8.9    4.1    0.3�

           17.4           31.0                 27.6         13.2     3.9 0.3�

      14.3                         35.0     35.0                        13.5 1.2�

          17.4                 39.1             30.1                    9.8 1.1

0.1 1.9  2.0 0.4

0.3 2.7

0.0 2.2

0.0 1.8

0.0 2.6

0.4 1.8

0.0 0.3

0.0

0.8

0.5

0.3

 1.9         0.6 
1.6

 0.0
 0.0 0.3
 0.3

 0.4 0.0�
0.0�
0.0

7時頃 7時半頃 8時頃 8時半頃 9時頃 �

10時以降�
食べない�9時半頃�
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とるようになるが、そのばらつきはまだ比較
的大きい。4 ～06 歳児では、大半が幼稚園ま
たは保育園に行く年齢であるからか、生活リ
ズムが「07 時半頃」「08 時頃」といった早め
の時間帯に収斂していく。
次に、夕食をとる時刻をみてみよう（図

01 －01 －14）。全体的には「18時頃」「18時半

頃」「19時頃」に夕食をとる子どもが04人中
03人いる。朝食をとる時刻と同様に00 歳児で
は個人差があり、他の年齢に比べてばらつき
が大きい。一方で、他の年齢については朝食
をとる時刻ほど一定の傾向はみられない。

　　　 20.9 　　  28.2 　　　　 28.7 　　  12.5　 4.1　　0.7 �

7.7  　 26.1  　22.1  　　　 17.8　　　 10.6　 6.1 　  6.4�

　　 19.9 　  25.9  　　  29.8　　　　　　 15.3　　 5.3　 0.3�

 　　 19.8  　　27.1 　 　　　　31.4 　　　 　　12.0　 3.8　　0.7�

　　　 22.9  　　　 28.6 　　　  23.1 　 　　16.1　　 4.1 　 0.0�

 　24.7  　26.0 　　　 　25.9 　　　 10.9 　3.8　　1.0�

　　　 21.6 　　　 　　　 29.5 　　　　　 30.6　　　　　 10.3　 4.3　0.6�

          18.1               30.8                   30.1                    12.7    3.3       1.1

■図1－1－14 　夕食の時刻（全体　子どもの年齢別　05年）�

無答不明�
（％）�

注 1 ） 0 歳 6 か月～ 1 歳 5 か月の乳幼児をもつ保護者の回答を含む。�
注 2 ）全体の値は 1 歳 6 か月以上の幼児をもつ保護者の回答。�

17時半以前�

全　体（2297人）�
（1 歳 6 か月以上）�

0歳児（326人)�

1歳児（660人）�

2歳児（740人）�

3歳児（340人）�

4歳児（312人）�

5歳児（326人）�

6歳児（276人）�
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